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11月の世界の天候

　11月の北半球500hPa高度天気図では，極付近に負

偏差域が見られた．大西洋は負偏差であったが，ヨー

ロッパにはブロッキング高気圧がみられ正偏差となっ

た．ヨーロッパロシアから中東にかけては極付近から

伸びる負偏差域に覆われたが，ユーラシア大陸東部か

ら太平洋にかけては正偏差となり，特に太平洋には強

い正偏差の中心があった．また，北米大陸北西部は負

偏差，南東部は正偏差となり，逆PNAパターンとなっ

た．極域の負偏差は今月で6か月連続となった．

　①中国南東部からミクロネシアにかけての少雨

　中国南東部，フィリピン北部およびミクロネシアの

島々は少雨になった．月降水量は，香港で1mm（平

年値は35．1mm），グアム島（平年値は225．2mm）や

ウェーク島（平年値は67．7mm）ではO　mmだった．

　②中央アジアから日本にかけての高温

　高温域の中心は中央アジアからモンゴルにかけて

で，中国のウルムチの月平均気温は3．3。C（＋6．0。C）

だった

　③パキスタンの高温

　パキスタンやインド西部は高温で，月平均気温が

4。C以上高いところがあった．

　④ヨーロッパからアフり力北部にかけての高温

　ヨーロッパからアフリカ北部にかけての広い範囲で

高温が顕著だった．月平均気温はパリで11．2。C

（＋4．50C），ロンドンでは10．6。C（＋3．9。C）で，イギリ

スでは過去50年間で最も暖かい11月と伝えられた．

　⑤ザンビアの高温

　アフリカ南部は高温傾向で，ザンビアでは月平均気

温が平年より30C前後高かった．

　⑥アメリカ合衆国中西部の多雨

　⑦アメリカ合衆国西部の低温

　合衆国は中西部を中心に多雨で，月降水量はオクラ

ホマシチーで145mm（289％）だった．西部では低温

が顕著で，サンフランシスコの月平均気温は9．9℃

（一2．7。C）．

　⑧メキシコの少雨

　メキシコの内陸部では雨がほとんど降らなかった．

　⑨その他

　中旬に，カリブ海で今年最も強いハリケーンがハイ

チを襲い800人以上の犠牲者がでた．また，ヨーロッパ

は少雨傾向だったが，上旬にイタリア北部では低気圧

により今世紀最大規模といわれる豪雨に見舞われた．

大雨や洪水による被害は，死者63人，行方不明20人，

被害総額の概算は3600億円にのぽった．

　　　　　（気象庁予報部長期予報課　小林ちあき）

8。昌o騎

60N

40N

・20N

且Ω

20S

40S

60§0閥

0 30E 60E 90E 120E 150E 180 150闘 120闘 90闘 60闘

嬉蜀乙　　　　　　　。→ く》　　．

i4理マ
x、

笥　　　工　珂 一　　　…　稲PATA
…÷・…

　，．．驚i　　　　　　　　2匿
　　　’一㍉
　　　●

　●へ、　　　　　　　　　』岸

　　　　　　’

⑦『謎櫨甥
■
　
・
・
曙

一…一　　誘距　塑＼
　　　　　　　　∫：L4ノ

　　　　1×」・・し．

　∫・’

ギ　　　㈱，
『

鴛珪魯一す…　　・　　描
￥
蕊一…　×b垂 ・・恥畢ぴ…セー

〉ぐ￥†””””””　　　　　　　　￥　　，…
　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　’1
　　　　　　　　　　　　　⑧ 望．．

三礁1油

やD駕…鎌’
　　　　、ト、ま　…

　　一…纒

　　　　　　　　　　　　　　・畦

■’　　口

’ン

秘罫、郵ODATA

　乱

5・’
慌

、
ノ驚

ui ♂彗』 灘藤齢鰹 ㌔一

←
□ ● 、

0 30E 60E 90E 120E 150E 180 150鷺 120脚 90闘

　　　　　　　　　　　　　　　　1994年11月の世界の異常天候分布図　　　　　　　△：高温

　　　　　　　　　　　　　　図中の番号は，本文中の番号と対応している．　　　　□：多雨
1994年11月の気候表の説明．平均値は，1961～1990年のデータに基づくもの．降水階級は五分位値で，

より小さい場合，6は最大値より大きい場合．500hPa高度場の平均値は1961～1990年の30年平均値．

30冒ON

60N

40N

20N

ZQ

20S

40S

　　　　60S60闘　　　　　30闇
　　LFD／δMA

▼：低温

×：少雨

0は最小値

．1995年1月 37



38

オゾン層の状況（1994年11月）

　国内4地点（札幌，つくば，鹿児島及び那覇）及び

南極昭和基地における月平均オゾン全量の推移を，第

1図に示す．1994年5～11月における各地点の状況は，

札幌では5月と6月は平年並みであったが，7月以降

は平年より少なかった．つくばでは6月，8月及び9

月は平年より多かったが，その他の月は平年並みで

あった．鹿児島では，5月～10月は平年より多かった

が11月には平年並みとなった．那覇では7月と9月に

平年より多かったがその他の月は平年並みであった．

昭和基地では10月まで平年より少なかったが11月は平

年並みとなった．

　また，米国航空宇宙局　（NASA）提供のデータ

（TOMS）をドブソンオゾン分光光度計による観測値

と比較検討の上作成したオゾン全量及び15年平均値

（1979～1993年）との偏差（％）の全球分布図を第2図

に示す．これによると，太平洋北部，北アメリカ大陸，

及び大西洋の南から東太平洋の南にかけての南極海と

その沿岸部に平年比偏差が10％以上の負偏差領域が見

られるが，これは11月下旬に消滅したオゾンホールの

影響である．また，平年比偏差が10％以上の正偏差領

域がインド洋の南側の南極大陸で見られる．

　（気象庁観測部高層課オゾン層解析室　上窪哲郎）
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